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IT :バ ン コ ク) で 開 催 され た "Gender,
Development and Public Policy in an Era of
Globalization' とい う国際会議 に参加 し､報
告 す る機 会 を得 た｡ この国際会 議 は､ 3つ の
大 学 によ る実 施 委 員 会 (お よび報 告 申 し込 み
に対 す る査読 ) によ って企 画 ･運 営 され て い
た ｡ 会 場 と な っ た A IT の Gender and
DevelopmentStudies､オ ラ ンダの rnstituteof
socialStudies､ イ ギ リ ス の リ ー ド大 学 の
Inter-DisciplinaryGenderStudiesで あ る.また､
4つ あ るそれ ぞ れ のパ ネル の主査 を務 めた の
は多彩 な 国籍 の研 究 者 で あ り､ 日本か らは東
京 大 学 の 大 沢 真 理 先 生 が 名 を 連 ね て い た ｡
｢グ ロー バル化 ｣ と ｢ジェ ンダー｣ とい う二
つ の大 きなテー マ に対 して ､研究者 ､実務 家 ､
運 動 家 のそれぞ れ の立 場か ら､実態 のみ な ら
ず ､｢政策｣に対 す る具体 的示唆 を持つ報告 ま
で ､非常 に刺激 的な 内容 の多 い会議 で あ った.
｢開発 と発 展 ｣ の領 域 の もとで ､主題 テー
マ を様 々 な角度 か ら議 論 して い くため に､パ
ネル は 4つのサ ブテー マ に分 け られて いた｡






全 パ ネル が二 日間 ､ 同時並行 で進行 し､最
終 日の最 後 は各パ ネル の報 告 と全体 で の議 論 ､
総 括 が設 け られ て いた｡そ の うち ､私 が 主 に
参 加 した の はパ ネル 3で あ る｡1980年代後 半
以 降 にお ける都 市下 層 コ ミュニ テ ィ (バ ンコ
ク) の住 民の職 業変 化 とライ フコ-ス に関す
る報 告 を した ｡パ ネル 3は ｢社会 政策 と保 障
問題｣｢グ ロー バ ル な 構 築 と ロー カル な アイ
デ ンテ ィテ ィ｣｢経 済 の再 編 成 と女 性 労 働 の
再 定義｣｢女性 の組織 化｣とい う 4つ のセ ッシ
ョンによ って構 成 され て いたO グ ローバ ル化
が 提起す る問題 群 とセ ー フテ ィネ ッ トな どに
関 して大 き く捉 えた後 ､概 念 的な報告 ､ ミク
ロな実態 に関す る報 告 ､そ して再 び対抗 手段
と して の女性 の組織 化 の具体 的 な話へ とつ な
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が り､建設 的な議論 を喚起す る構 成 で あった｡
会議 に参 加 して 強 く感 じた 印象 ･感想 ･意
義 は主 に 3つで あ るO第一 に､大 き く注 目さ
れ て いなが らも､個別 の議 論 を統 合 す るのが
難 しいグ ローバ ル 化 とジェ ンダー の議 論 を､
実 態 ､政策 ､理論 ､ また ､ ミ ク ロ とマ ク ロ､
様 々な レベルか ら検 討 し､議 論 を架 橋 しよ う
とす る試 み は評価 す べ きで あ ろ う｡ また個 人
的 には､各 国の参 加者 の最 先 端 の変 化 を捉 え
た報 告 も興 味深 か った｡イ ン ドの コ-ル セ ン
ター で働 く女性 (アメ リカや イ ギ リス の企 業
が顧客 )､ボーダー トレー ドを零細行 商の レベ
ル で 自由に使 い こなす 国境 近 くの女性 行 商 人
た ち｡ グ ローバ ル な再編 成 は様 々な形 で露 呈
す る｡ そ の影 響 の現 れ方 も一 様 で はな い｡ こ
れ らの事 例 報告 は､今現 場 で 起 こって い る変
化 の一 つ の事例 と して意義 の あ る もので あ っ
ただ ろ う｡
第 二 には ､国際会 議参 加 の意 義 につ いて で
あ る｡私 自身､タイ につ いて研 究 して いる と､
国 内外 の研 究者 との交 流 は非 常 に重 要 とな る｡
私 が 取 り組 むイ ンフォー マル ｡エ コ ノ ミ- と
い うテー マ は､ 日本 で も開発 経済 学 の流 れ で
は研 究 の蓄積 が あるo しか し､一 歩海 外 にで
る と､同種 のテ ーマ に取 り組 む研 究 者 の幅が
どっ と広 くな るので あ る｡ 今 回 も､報 告 後 ､
た くさん の方 か ら声 をか けて頂 き､ また博 士
論 文 を準 備 中で ある ことを知 った先 生方 は､
欧 米 で近 年発刊 され た近 接分 野 の文献 をた く
さん紹 介 して くれ た｡そ の 中 には ､強 く感 銘
を受 けた研 究 もあ り､後 日イ ギ リス のサ セ ッ
クス大 学 の研 究者 や 院生 との交 流 につ なが っ
て い った｡
第 三 には ､会議 の雰 囲気 で あ る｡興 味深 い
報 告 を聞 くとワ クワ クす る し､楽 しみで もあ
るの だが ､そ れ で も元 来 ､学 会 自体 の雰 囲気
は どち らか とい うと苦手 だ った｡ しか し､ こ
の会 議 は非常 に風 通 しが 良 く､気 軽 に議論 が
しやす く､余 分 な と ころ に緊 張感 を持 つ よ う
な こともなか った.元 々 ジ ェ ンダー をテー マ
に して い るた め､圧倒 的 に女 性参 加者 が 多 い
こ と もあ るだ ろ う｡服 装 も 日本 の学会 で は､
｢グ レー｣｢紺 ｣のイ メー ジで あ る.したが っ
て ､私 もつ いつ いグ レーや ブ ラ ックのスー ツ
な どを選 んで しま う｡ しか し､ ほ とん どの参
加 者 が ラフな服 装 で ､初 日､ グ レー のスー ツ
を着込 んで いた私 は浮 いて しま ったO ラ フな
気 軽 さは､服装 だ けで はな く､挨 拶 以前 に軽
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く議論が始 ま る よ うな ､そ ん な リラックス し
た雰 囲気 だ ったO
自身の報 告 に は多 くの課題 も与 え られ たが ､
それ を発 展 させ るた めの ヒン トもた くさん得
る機 会 とな った ｡ また各 国､各分 野 の研 究者
とのネ ッ トワー クが広 が った こと も大 きな収
種 で ある｡私が従 事 す る分 野 には これ がかか
せ な い｡ 先輩研 究者 方 は もち ろんで あ るが ､
同年 代 の研 究仲 間 を得 た こと も大 き いよ うに
思 う｡
(日本学術 振 興 協会特 別研 究 員/
京都 大 学東 南 ア ジア研 究所)
く学会参 加記 Ⅱ〉
国際学会 ｡ワー ク シ ョップへの参 加 のすすめ
久野 秀二
最 近 は国 際学 会 へ の参加や論 文 発表 に果敢
に挑 戦す る大 学 院 生 も増 えつつ あ るが ､私 が
初 めて 国際 学 会 に参 加 したの は北 大助 手 にな
って 3年 冒､1998年 の国際社 会学会 モ ン トリ
オ ー ル 大 会 で あ る . プ レゼ ンテ ー シ ョ ン は
RaymondA.Jussaume氏 との共著 論 文 を分 担
報告 した 2000年 の 国際農村 社 会 学会 リオデ
ジ ャネイ ロ大 会 が最 初 で ､ フル ペ-パ ー にな
る と､北大 農 学 部 と協定締 結 の途 上 にあった
ピソ-ザ 大 学 を リオ学会終 了後 に ｢公式 ｣ 訪
問 した際 にや らされ た ミニ講 演 ､な らび に翌
2001年 にソ ウル で 開催 された北大 ･ソウル大
合 同 シ ンポ ジ ウム で の発 表 に限 られて いた｡
そ の後 ､2002年 7月か ら 04年 9月 まで､オ
ランダ ･ワ- へ こ ンゲ ン大 学 に客 員研 究員 と
して赴任す る こ とにな ったが ､ この 2年 あ ま
りの間 ､数 多 くの国 際学会 ･国際会議 ･ワー
ク シ ョップ に参 加す る機会 を得 た ｡以下 ､そ
のい くつか を紹 介 した い｡
論 文 を発 表 した もの と して 印 象 に残 って い
るの は ､① 渡 蘭 して数 日後 ､指導 して いた ブ
ラジル 人留 学 生 Simoneと臨 んだ欧州 ラテ ン
ア メ リカ学 会 (アム ステル ダム) で あ るO 無
謀 な 日程 を 組 ん だ の も､研 究 パ ー トナ - の
KeesJansenが コ- デ ィネ- トしたセ ッシ ョ
ンで の報 告 を要請 され たか らで あ るが ､ 同学
会 に参 加 して いた所 属研 究室 TAOの PhD学 生
(博士 課程 院生 に相 当)Lucianと Simoneと
の出会 い を結果 的 に演 出す る ことにな った の
は大 きな成 果 (?)か｡ もう一つ は､② 04年
4月､OECDのバ イ オテ ク ノロジ-政策 に関す
る論文 を発 表 した TAO主催 の連続 公 開セ ミナ
ーで あ るO 同セ ミナ- の企画 に も関わ って い
たため ､ も っ とも達成感 のあ る仕事 だ った｡
た ん な る聴 衆 と して で はな く､積 極 的参 加
を求 め られ た ワー ク シ ョップな い しセ ミナー
と して は､③ 欧州 行 政研 究所 (EIPA)が主催
し､OECDが後援 した欧州 GMO政策 に関す るワ
ー ク シ ョップ (03年 7月､マー ス トリヒ ト);
④ 欧州委 員会 の助成 を受 けて 欧州 の研 究者 グ
ル ー プが組織 した教 育 プ ログ ラム ｢バ イ オテ
クノ ロジ-倫理 ｣ワー クシ ョップ(04年 3月､
イ タ リア ･ジェ ノヴ ァ);⑤研 究パ ー トナーで
もあ る TAOの GuidoRuivenkampが コ-デ ィネ
- トした 国際農 業 セ ンタ- の教 育 プ ログ ラム
(2004年 5/6月､ ワ- へこ ンゲ ン)､な どが
挙 げ られ る｡③ には 20カ国 50名以 上が参 加
し､バイ テ ク研 究者 ､政策 担 当者 ､弁 護士 ､
企 業 関係 者 ､社 会科 学者 ､農 業 団体 ･消 費者
団体 な ど幅広 い専 門分野 の参 加者 が活 発 な議
論 を通 じて､ リス ク ･アナ リシス の現 状 と課
題 につ いて認識 を深 めた｡ この ワー ク シ ョッ
プで の報告 と議論 の内容 は､OECD刊行物 と し
て ま とめ られて いる.討論 のセ ク シ ョンには､
事後 的 に提 出 した私 の意見 も掲載 され て い る｡
④ で は､ 生命科 学や 生命 倫 理 ､法 律 ､社会学
な どの分 野で著 名な研 究 者 が フ アカル テ イ ･
メ ンバー と して 組織 す る講 義 や グル - プな い
し全体 討論 に､ 関連 諸 分 野 を専 門 とす る大学
院 生 ･若 手研究 者 25名が学 生 と して参 加｡バ
イ オ テ ク ノ ロ ジ ー の 教 育 ･研 究 活 動 に倫 理
的 ｡社会 的 ･政策 的側 面 を取 り入 れ る ことの
重 要性 ･必要性 を確 認す る こ とを 目指 した実
験 的 な取 り組 み で ､ 国籍 や 専 門分 野 を真 にす
る若 手研 究者 の交流 は とて も刺 激 的 だ った｡
そ こで培 った交友 と研 究 者 ネ ッ トワ- クは今
後 の重要 な糧 にな る と思 わ れ る｡ これ は⑤ に
も言 える ことだが ､④ とは異 な って ､発展途
上 国 (ケニ ア､ タ ンザ ニ ア ､エ チ オ ピア､ナ
イ ジ ェ リア､イ ン ド) か ら参 加 した若 手研 究
者 との学 際的 な交流 は､別 な意 味 で興 味深 い
もの だ ったO テ ィ- タイ ムや 晩 餐 会 ､エ クス
カー シ ョンを通 じて構 築 され る人 的 ネ ッ トワ
ー クは､国際学 会 ｡ワ- ク シ ョップに参加す
る こ との最大 の獲 得 目標 で あ る｡ 業績 リス ト
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